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１ 学校教育目標 

「 豊かな心を育み  自ら学び  たくましく生きる子どもの育成 」 

 

２ めざす子ども像 「笑顔あふれる子ども」を真ん中に 

①心豊かな子ども ②主体的に考え、行動する子ども ③健康でたくましい子ども 

・豊かな感性を持ち 

周りを思いやり、 
ともに生きようと 

する子ども 

・自分で考え、判断し、実行する 

子ども 

・他者との学び合いを通して、互

いに高め合おうとする子ども 

・健康でたくましい体力、 

気力を持ち、めあてに向か
って粘り強くやり抜く 

子ども 

 
３ めざす学校像  「‘わ’（輪・和・話・笑）」のある温かい学校に 

①時を守り、場を清め、礼を尽くす学校 

②笑顔輝き、生き生きと学ぶ、創意豊かな学校 

③地域に根ざし、地域とともに歩む学校 

 
４ めざす教師像  

①自らを高め、高い見識を備え、研究心旺盛な教師 

②子どもの笑顔のために、子どもを真ん中において考え対応できる教師 

③ともに汗を流し、子ども・保護者・地域社会の期待と信頼に応える教師 

 
５ 育成をめざす資質・能力  

①相手の考えを受け止める力   

②思いや根拠などをもって表現できる力、自他の考えを高め合う力    

③目標に向かって試行錯誤できる力 

 

６ 経営の方針 ～７教振を踏まえた建設的な変更・改善を常に意識しながら～ 

（１）生き生きと学べる学校づくりの推進 

・学級経営を基盤に、子どもと教師がともに学び、明るく楽しく前向きな環境を創っ
ていく。 

・基礎基本をしっかり身に付け、自分の良さを伸ばせるような指導を丁寧に進める。 

・一人ひとりが人格や立場を認め合い、高め合えるような雰囲気作りを推進する。 

 

（２）豊かな感性と心の教育の充実 

・人や自然と積極的に関わり、豊かな体験を求めていくことを大切にして支えていく。 

・自分で考えて判断し行動に移す力や、互いに助け合い、学び合いながらたくましく

生活できる力を伸ばせるよう、道徳や各教科・教育課程等の工夫を重ねていく。 

 

（３）保護者・地域の信頼に応える開かれた学校づくり 

・保護者や地域社会との連携を密にし、ともに子どもたちの健全育成に取り組む。 

・コミュニティスクール制度を活用して、地域の良さや特性など踏まえた教育活動を

積極的に展開し、地域の未来を担う子どもの育成をめざす。 

 

（４）働き方改革の推進と子どもとふれあう時間 
・場面の創出、常に校務の見直しを図りながら、より効果的、効率的な教育活動の展

開をめざすとともに、子どもたちと向き合う時間の確保に一層努めていく。 
・教職員の健康管理の充実を図り、日々の指導を万全の体制で臨めるよう努める。 



７ 学級数・児童数（４／１現在） 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 合計 

学級数 
通常 ０２ ０２ ０２ ０２ ０２ ０２   １２ 

０１６ 
特支 ４ 

男 
通常 ２４ ３８ ２４ ２６ ２８ ２３ １６３ 

１７５ 
特支 ３ ３ ０ ３ ２ １ １２ 

女 
通常 １３ ２４ ３０ ２３ ３２ ２３ １４５ 

１５０ 
特支 ０ ２ ０ ２ ０ １ ５ 

合計 
通常 ３７ ６２ ５４ ４９ ６０ ４６ ３０８ 

３２５ 
特支 ３ ５ ０ ５ ２ ２ １７ 

 

８．本校の現状 

東は龍山泥流、西は須川に囲まれ南北に国道１３号線が走る。成沢の「石鳥居」にみ

られるように歴史性があり、純農村地帯であった本学区も農業就業者は労働人口の１割

弱で、しかも大部分が兼業農家となり、国道沿いに昭和４０年頃から自動車関係の会社

が進出、田園地帯には進行住宅が増加している。蔵王地区（旧堀田村）の一部として性

格が強くなってきている。 

昭和４８年、成沢バイパスが完成、飯田地区に山形大学附属病院、市営住宅が建設さ

れるなど、一層都市化の傾向を示している。平成３年山形市立桜田小学校創設により、

桜田東、桜田西等学区外になる。本校北部一帯の蔵王西成沢の住宅造成に伴い、平成１

２年から桜田南が学区に編入になった。 

令和５年１２月には学区南側に道の駅「やまがた蔵王」が建設され山形市の新たな観

光拠点として賑わっている。 

 

９．学区の略図（黄色枠内） 

 


